申請書（様式１）
応募書類記載上の注意
◆誤読を誘わない、わかりやすい表現での記入を心がけてください。
◆本ページ(「Ⅰ.基本情報」「Ⅱ.参加者リスト」)を除き全体5ページ以内で作成してください。
◆青地の注記は削除の上、ご提出をお願いします。


I. 基本情報
	チーム名

	課題名と同じでも構いません。後日変更可能です。


	課題名
	後日変更可能です。



	PR動画リンク

	※YouTube URL
※限定公開設定にしておくこと。




II. 参加者リスト
＜代表者＞※申請代表者の情報を記載してください
	氏名
	（フリガナ）
	

	
	（漢字等）
	

	大学名
	

	学部学科等名
	

	研究室名※
	

	学年
	

	連絡先メールアドレス
	

	ものづくり経験
	あり☐　　　　なし☐



＜共同参加者＞※以下に申請代表者以外の情報を記載してください
	
	共同参加者1
	共同参加者2

	氏名
	（フリガナ）
	
	

	
	（漢字等）
	
	

	大学名
	
	

	学部学科等名
	
	

	研究室名※
	
	

	学年
	
	

	連絡先メールアドレス
	
	

	ものづくり経験
	あり☐　　　　なし☐
	あり☐　　　　なし☐


※研究室名は研究室に所属している場合に記入してください。
[bookmark: _GoBack]※ものづくりの経験は必須ではありませんが、興味関心があることが必要です。


III. アイデア概要
i. 課題を実現したい理由※この欄には、本研修で取り扱いたい課題の概要を200文字程度で記載して下さい。課題の内容は世界的な社会課題からご自身の身近な困りごとまで幅広く対象とします。なぜ課題と考えるのか、を記載してください。






ii. 課題を実現する方法
※この欄には、本研修で作成する製品がどのように課題解決に役立つかを200文字程度で記載してください。







IV. 試作品（プロトタイプ）完成図（イメージ）
	
























V. 課題解決に向けた具体的な計画（研修以外の項目も含む）
（1）	目標達成のために解決すべき技術的課題
○○○○○○○～～

※試作品等の作成において技術的に解決すべき内容がない/不明の場合は「なし」「不明」と記載してください。





（2）	目標達成のために解決すべき技術的課題以外の課題
○○○○○○○～～
※技術的課題以外に解決すべき内容がない/不明の場合は「なし」「不明」と記載してください。（例：プログラミング可能なチームメンバーが必用、ビジネスモデルの検討が必要など）






（３）　上記（１）、（２）に関し、研修に参加することによって対応したい内容を記載してください。
○○○○○○○～～
※この欄には、技術習得、試作品ユーザーテスト、想定ユーザーへのヒアリング（〇名）、競合調査　／　市場調査、ビジネスモデルの検証　などの研修時に実施したいことを記載してください。





Ⅵ.研修終了時の目標
○○○○○○○～～
※この欄には、研修修了時の目標を記載してください。（例）試作品の完成、ビジネスモデルの完成など







以上
2

